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アメリカの海洋地･質学の現状

シアトルにて

シアトルに上陸したのは6月の中はだった.･シアト

ルは天気の悪い所である.しかし6月から8月は一年

中で最良の季節でありとくに私がオｰシャンｰグラフ

ァ号で長い太平洋横断の調査の航海を終えてシアトノレに

たどり着いた目は突抜けるよう柱青空に新緑が冴える

美しい目だった.この北の国では春と夏が重なってく

るように思える.NOAA(Nationa1Oceanicand

AtomosphericAdministration海洋大気局)の太平洋研

究所はワシントン大学の構内にある.私はここで太平

洋の地質や地質調査船の勉強をすることになる.

太平洋研究所はワシントン大学(州立)とは組織上は

関係のない機関である.しかし米国では連邦の研究機

関と大学は密接な関係を保ってお互に相接けている例が

多い.たとえば太平洋研究所とワシントン大学メン

ロパｰクの地質調査所支所とスタンフォｰド大学流体

力学研究所とプリンストン大学大西洋研究所(後述)

とマイアミ大学なとたくさんの例がある.上記の内で

ワシントン大学以外は私立である.このような協力関

係は日本にはみられたい.この理由は次のようなこと

が考克られよう.

1.米国のこの種の大学は研究機関としての性格カミ教育面より

強い.学生数はgraduateStudentSの方がmder-

graduateより多いぐらいである.

2.大学には内外とも日本のような社会の特権意識が恋く社会

に対し障壁を作らない.

3.国立機関に日本のような官立大と私立大の違いに対する偏

見がない(米国には国立総合大学は校く有名大学は私学

に多い).

4.米国では研究機関や行政機関が大都会に集中せずそれを

情報網の発達が補っている.従って協力の効果が日本よ

り多い.日本では東京など大都市に集中しそこでは資

料は氾濫し他では不足している.(資料氾濫は必ずしも情

報の豊富を意瞭しない).

5.研究者の人事交流が盛んであり協力の人的な背景が出来

やすい.

などを指摘できる.優れた研究機関は割に解放的であ

中条純輔

り退嬰的な機関は閉鎖的になりがちである.

大学と研究機関の交流は内をリフレッシュしているよ

うだった.太平洋研究所ではphD(学位)をもった4

人の科学者がワシントン大学のfacu1tyに荏っているか

無給与だった.

私はワシントン大学の海洋学部の人たちにも紹介され

た･中でもDr･Ling林信一という古生物学者は日本

で教育を受けた中国系米人で私より日本語がうまく何

かと親切にしてくれた.大学の中央には噴水があり周

囲はバラ園である.噴水の正面にはレニエ山というカ

スケｰド山脈の中の火山があり富士山とよく似ている

が少し高い.火山の頂きは氷河に蔽われ美しい目が続

いた.

深海掘さく計画

ある目所長のDr.RoBERTBURNsに呼ばれた.1973

年の夏に日本海でG1ouma･Cha11enge工号によって2点

のdri11ingを行在う計画がある.彼は日本海に詳し

くないので地質の概況と2点の掘さく候補地点の意見を

出せという.私は一目費して数枚のメモと掘さくを3

点にしたいといって候補地点を示した.BU酬sは笑っ

て一Jo亘NW畑M畑と同じ意見だといい自分の考えを

固めたようである.同じ問題を2人に出したのである.

W蝸㎜ANは東シナ海の尖閣列島や日本海の構造に詳し

く何回も調査している.BU酬sはScripps海洋研究

所の会議に出た.そしてどん柱議論カミあったか知らな

いカミ目本海の候補地点が3点になったことを嬉れしそ

うに知らせてくれた.

深海掘さく計画DeepSeaDri11ingProject通称DS

DPは海洋研究機関連合通称JOIDESの中心的な計

画である.

JOIDESはScripPs海洋研究所Lamont-Doherty

地質研究所WoodsHo1e海洋研究所Miami大学海

洋学部WashingtOn大学海洋学部の5つの機関で成立

つ.

Dr.BURNsの太平洋研究所はNOAAという政府機

関でJOIDESに入ってい校いが彼カミW･hington大

学の王acultyを兼ねているので関係しているのである.

現在JOIDESの計画であるDSDPは第3次の3年計画�
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に入っていてユ975年8月まで続きその航海の一部に

日本海の深海掘さくが行なわれるのだ.深海掘さくを

する船は有名なグラマ･チャレンジャ号10,500トンで

横浜にも来ている･この計画には年間約30億円の費用

が要る.現在は米国科学資金NSFで行なわれている.

第3次以降は米国が呼掛けてカナダ英国フランス

ドイツソ連日本が参加する国際化を考えているよう

だ･日本には海洋研究所長(当時奈須教授)に連絡が

あったカミ出られず日本はこの会議に村内心典氏と上田

誠也教授カミ個人資格で出席した.DSDPの輝かしい成

功は近年の地学研究の中で特筆すべきすばらしいもので

ある･この計画にはぜひ日本も参加して太平洋や日本

に関係ふかい日本海オホｰツク海東シナ海放との縁

辺海を調べたいと思う.計画の分担金数億円は機関と

しては廉い金額ではないが国としてはそして成果を比

べれば高い額では狂いだろう.今まで行なわれた多く

の掘さくは20冊近い部厚い報告に在りまた多くの論文

が出されている.人工衛星が出現して地球を外から見

た実態がかなり分かったようにDSDPによって海の実

態地球内部の実態がかなり分かってきた.これがな

ければ今を盛りのプレｰトテクトニクスも実証性の乏

しいものであり地質と地球物理のギャップを埋めにく

かったであろう.

プレｰト･テクトニクスは花盛り

最近の海洋地質学の中心的課題はプレｰト･テクトニ

クスである･1960年代の始めごろから海洋地質学は海

洋底拡大説が発展し大陸移動説の復活をみ祖がらプレ

ｰト･テクトニクスヘと発展してゆく1プレｰト(板)

は地殻のある区画(平面的な)カミ上部で板のような固体

の性質をもち下部で粘性をもつ塑性流動を行なって

地殻現象を支配してきたという考えに由来する呼名であ

る･･地殻の粘性係数と弾性係数の比は運動の時間的な

目安になる時定数であって数10万年ないし数100万年

と'k)う地質学的た大きさである.

プレニト･テクトニクスは古典的な地質学か大陸中心

の地質学だったのに比べて太洋の地質学が出発点であり

また従来の地質学がハンマｰクリノメタｰ顕微鏡な

ど地質学的手段を中心に発展したのに対して地震探査

磁気探査重力探査熱流量測定など地球物理学的手段

が主流になった点で異なっ.ている.一そし1て大陸と太洋

を結びつけた地球内部の竺準と軍史の研究へ伸びつつあ

る.

シアトルの海洋地質学者たちもプレｰト･テクトニク

スの学説め発展を推進し批判してきた1･それを信念と

して信pてレ∵る人から作業仮説程度に考える人までさま

ざまであった.よく会って話するB畑RETTERIc甲0N

は北東太平洋の地磁気の研究をした男であ岩.彼はア

リュニシャン列島から`アラスカの南の地磁気のシマ模

様1ineatiOnにつき面白い研究をしている.海底に残る

地磁気のシマ模様は海嶺のリフト･バレｰからマントノレ

対流で湧出する玄武岩が冷えるときにその時の地磁気

方向に強い残留磁気で帯磁する.そして湧出は数

｡m/年ていどの早さで連続的に水平に両側に拡がり地

磁気は数10万年でいどで北極と南北カミ入れ換るためにシ

マ模様カミ残ると説明されている.北東太平洋では問題

がある.一つはシマ模様の24番から32B番の間で70｡

ぐらい鋭く響曲している.ここは大磁気湾GreatMag-

neticBightと呼ばれる.なおシマ模様は海嶺に近い方

から番号が付されている.24番は始新世32B番は

白亜紀末期72,000,000年といわれている､32Bより古
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第1図北東太平洋の磁気構造図(ERIcKs0Nほかによる)

北東太平洋の磁気シマ模様｡正の異常に1から32番まで番号が付される

東西方向アリュｰシャン海溝(ハッチ部分)の南では東西方向その間に大磁気湾がある､
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32Bは7,200万年前米大陸西海岸ではシマ模様は南北で破砕帯が�
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残1

津プレｰトとココス･プレｰトとナスカ･プレｰトの3

つカミ接している.これは呼名の頭をとりナコバック分

岐点Nacopacjm･tionと呼ばれている.またインド

洋の北酉で紅海の割れ目とアフリカのGreatRiftVa11ey

とインド洋のカｰノレスバｰグ海嶺の接合点もt･iP1ejmc-

tionである.GreatMagneticBightは24番以前の過

去でY字海嶺から押出された地殻の名残りかもしれない.

するとアタック破砕帯がシマ模様に直交することの説明

に関連してくる.まだ説明の決め手はない.

私と同室のFR週DERIcNAU帆週RはERIcKs0Nより蓬か

に強く海洋底の拡大を信奉している.地磁気のシマ模

様の驚くべき類似性は海洋底拡大以外に適切な説明はな

いというのだ.シマ模様は数1,000km離れたり途中

いくつかの破砕帯で数100良m横ズレしたりしてもその

特長だとえば磁気異常のピｰクの傍のヘコミや段のつ

き工合などよく対応がつくという.対応にはコンタｰ

はダメだプロフィｰノレに限るともいった.

磁気のシマ模様の状況を分かりやすくまとめると次

のようである(BULLARDほかによる).

｡養脇3.

第2図大磁気湾GreatMagneticBightの磁気図(ELvERsによ

る).アリュｰシャン海溝とその南の磁気のシマ模様.磁気

異常が100γより大きい正異常は薄黒く塗ってある.シマ模

様は24番(始新世)から32B番(白亜紀末期7200百万年)

の範囲で鋭く曲りこれより若いものは曲っていない.24番

はアリュｰシャン海溝と斜交Lている.

�
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磁気シマ模様と海底地形には相関が狂い.

磁気の正異常の区域と負異常の区域に地震波速度の違いは

ない.

大洋底の地殻は固体である.シマ模様はひづみなしにか

なりの距離のヨコズレを起こしている.

シマ模様と欠きた破砕帯は互に直交していてたぶん共

通の原因によると考えられる.

シマ模様の鋭さから磁性体の上面は海底から1kn1より深

くはない.

シマ模様は大陸下で消えている.これは磁畦体の異常カミ

温度と圧力の両方の影響で消えるためである.

破砕帯は磁気のシマ模様より若い.

い白亜紀には磁気の反転はなかったと考えられている

(第1図).第2はシマ模様がアリュｰシャン海溝と斜

交し海溝の北にもあることでるあ.第3はアリュｰシ

ャン海溝の南でアタック破砕帯アムリア破砕帯だとが

南北に走りシマ模様を垂直に切っている.

大磁気湾の形成の説明には6つほどの仮説があり大

分けでは形成されるときから曲っていたか後から地殻の

変動で曲ったかに柱る.大磁気湾は地形に関係ないか

ら後から曲ったとする考えにも難点がある.第2図は

大磁気湾の磁気異常であり斗100γ以上を薄黒く塗ってあ

る.曲り方の鋭さと相似性は特長的である.

海嶺がY字形になり3つの枝に分かれている点はt･ip1e

junCtiOnと呼ばれ別の場所でも知られている.たとえ

ば南米の太平洋側沖でガラパゴス島に近い所では太平

これらを説明するのにもっともうまい説明はDIETzや

HEssの海洋底拡大とシマ模様を結びつけたVINEと

MAT佃Ewsの説であった.しかしすべてカミうまく説明

できるわけではない.ERIcKs0Nたちはうまく説明でき

る点とで'きない点を指摘する.まずよく説明できるこ

と.

�

磁気シマ模様は一般に中央海嶺と平行している.

シマ模様は中央海嶺を軸にほぼ軸対象になってい･る.

シマ模様の同じスペクトラムと軸対象がすべての構造的に

活発な中央海嶺に表われている､

海嶺の中央から約160kmの距離に拡がっている正と負の

磁気シマ模様は過去4,000,000年の地磁気の正と逆の磁化

の出現とよく一致する(地磁気の逆転は陸上の磁化と深海

底の堆積物の帯磁から決められた{)のである).�
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5､堆積物の年代決定は海嶺の頂からスソに行くほど増加して

いることが示される.

次によく説明できないこと.

�
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現に動いていると考えられるトランスフォｰム断層の一つ

であるビｰマ破砕帯の谷の中で1,000m以上の擾乱されず

水平泣層の堆積物がある.

2,000,000年以下の時代と考えられる多くの磁気模様のズ

レは海底地形にも堆積物にも擾乱を与えてい祖い1

ほとんどの海溝には堆積物がたいか擾乱のない堆積物で

満たされている.

海嶺のスソ丘ankの上部の地形と岩石は海嶺の頂.ヒの岩石

と異なった起源のものである.

磁気のシマ模様は地質状態の異たる境界を通るときでも特

性の変化が起こっていない.

海嶺頂部の上の磁気異常は振幅と波長がスソの振幅と波長

と異なっている､

北東太平洋の磁気的な構造は3段階の構造活動を表わして

いる.

北東太平洋の多くの断層はトランスフォｰム断層の定義に

合わ狂い.

このように多くの肯定的および否定的問題点が指摘さ

れている1そしてこれらの問題点が地球の構造と歴史

の本質にふれるものでありしかもまだ骨組の大枠しか

できていない段階だからいろいろの観測事実の急速な

増加のたびに説が入乱れて花咲りの状態にたっているの

だ.太洋の研究から縁辺海(べ一リング海オホｰツ

ク海目本海フィリピン海など)の研究北極の氷の

下の調査島列(ハワイ島列など)とホット･スポット

の研究Y字形の海嶺の分岐紅海のような地殻の裂け

目と無かん本校ど具体的な多くの事実と説は海洋底の拡

大やプレｰト･テクトニクスの観点からうまく説明でき

るか否かの検定にかけられる.科学が飛躍的に発展し

新しい体制カミ築かれるばあいはこういう経過をたどる

ものであろうか.たとえば進化論の提言と体系化の

経過とくらべると興味深いであろう.

7月末からシアトルはひどい暑さになった.34Tぐ

らいの高温だカミ湿気はなく朝夕は涼しい.しかし昼間

南向きの部屋ではとても仕事ができない暑さだった.

北の国だから部屋も自動車もクｰラｰを着けていない.

暑い目にERIcKsoNは禿上った額の汗をふきながら

“この暑さによく生残った校"と威勢のいい挨拶をした.

オリンピック半島

シアトルから酉へ湾を渡るとオリンピック半島になる.

ここにはたくさんの構造的な山があり国立公園になって

いて山も木も空も美しい.北はファン･デ･フカ海

峡をへだててカナダのバンクｰバｰ島になる.私は数

目間オリンピック半島の地質巡検に参加した.この巡

検は米国地質調査所のこの地域を担当する数人の地質学

者が数目間いっしょに地質を見て検討する会を開きそれ

に招待されたものでるあ.この班の長はP畑KSNム個LY

であり海洋地質学で業績が多い.UJNR目米天然資

源会議の海洋地質パネノレの米国側議長をしているので日

本に知人が多い.

われわれはジｰプに乗って走り廻る.山は始新世の

玄武岩が榴曲してできたものである.岩石の露頭に行

くとハンマｰで石をたたく地質屋の姿は日本と変らな

い(第3図).石を叩きだから誰かが問いかける,

“この玄武岩は中央海嶺でできたものが陸に上った姿で

はなかろうか?"と.それから仮説に対する議論がワ

イワイと繰返される.オリンピック半島は海嶺から数

100k皿の距離であり玄武岩は始新世のものだから現

在の海洋底拡大の常識的な速さなら量としてはケタ違い

ではたい.しかし問題は海洋底拡大カミ名の如く海洋性

地殻すなわちモホ不連続面の深さが15k皿ぐらいで

花商岩層(P波速度5.8kIn/secぐらい)が欠けている

よう校構造で成立つ説であってオリンピック半島のよ

うだ大陸性地殻では成立たないことだ･しかしこの仮

定を立証するには何をすべきかと議論は広がる.玄武

岩の残留磁気を測り海で鮮かに捉えられたようなシマ模

様が再現できないか?.大陸では海嶺近傍のような振

幅の大きいシマ模様はなく負の異常がふつうである.

しかしもしかしたら玄武岩の生成当時の残留磁気カミ分か

るかもしれ荏い.一議論は発展するがもちろん統一

第3図オリンピック半島の地質巡検.始新世の玄武岩の露頭を地質

展はハンマｰでロロき廻る,�
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見解恋ど出るノ･ズもない.現場のジオロシストはあま

りに多く断片的現象を見ているので一つの地域におい

てさえ統一的解釈はむずかしいのだ.これは歴史科学

に共通な側面がもしれない.

オリンピック半島にも湖がある.カナダほど多くは

ないが氷期に氷河で削れた地形が湖になったものだ.

ウィスコンシン氷期(ブルム氷期と同じ)には大陸氷河

とは離れた氷河が半島を蔽っていた.今でも山頂近く

には氷河が残り嵐山Hurri･･neRidgeからの眺望は

素晴らしい(第4図).湖は幅が狭く長くて深い氷河地

形独特のもので山の間にヒンと秘められている.

深いためか水は濃紺で“魔物が住むようた"とたとえ

られる美しさだ.この半島では西海岸に沿う101号線

がわずか2車線の閏舎道にたり森の中をくぐっている.

101号線はサンフランシスコでは6車線のハイウエｰで

国際空港から高層ビルを縫い金門橋を渡る巨大なものな

のだ.

地質屋はキャンプ･カｰに居住したり民家に間借り

したりしている.多くは奥さんと子供をつれて約3カ

月の調査を過す.出張した現場の仕事を家族とも楽し

みつつ充実してやっている様子は日本の出張のギシギシ

した息のつまるような短期間の緊迫感と違い表しい.

ある奥さんは2歳の赤ちゃんを連れて森の中で3ヵ月を

過すという.｢私と子供にはすばらしい休暇ですわ.

家を離れると大変なことはありますが9eo1ogicalwidow

より9eo1ogica1gypsyの方が面白いです.｣

ノアの箱船

ノア(海洋大気局)の中にMMTC海洋鉱業技術セ

ンタｰという付属研究所がある.これはサンフランシ

スコの北でTiburonというサンフランシスコ湾に面し

た静かな所にある.この調査班がサンタ･クルスとい

う港の沖で調査しているときに招かれて船に乗った.

水深30mまでの浅い所を音波探査とサンプリングで調査

しまた海底の比抵抗とS波の速度を測定する研究をし

ていた.

音波探査は水中放電を音源にし放電の音圧パノレスを

単一にする特別の電極を使い高分解能の記録を得ている.

これは筒状の電極の中で放電する.もので波形はよく茂

るが出力は下る.水面からの深さを一定にするために

鉄枠に取付けてウキで支え曳航する(第5図､.器機は

Dood1ebu･ge･という15トンの可愛いい高性能の船に取

付けていて極浅海や内湾だけを調査している.

サンプリングは浅層用のサンプラｰを主としバイブ

ロビストンコアラを併用していた.採取した底質は

孔隙率瘤度や破断床力地耐力などの物性を測ってい

た.バイブロコアラはサンプラｰより使いにくいの

とゆすって使う関係上サンブノレ密度が圧密で大きく校

るという.なるほどデｰタを見ると値がすべて大きい.

中には3,09/cmsなどという値がある.これは日月らか

に測定の誤りだろう.3,09/cm3といえば花商岩より

1割大きく玄武岩の平均密度と同じだ.よほど言おう

かと思ったが止めた.今までの米国で日本の常識で話

をしてヘマしたことが何回もあるので憶病になっている

のだ.しかしこれは今でもヘンだと思っている.

第4図

の花が咲乱れる.

第5図

高分解能スバｰカｰの発震

電極一｡MMTCの班は浅

海の海底表面を詳しく調べ

るために特殊枚放電電極の

スパｰカｰを作った.筒

の中で発震し音を単一パル

スに近づける方法である.

これをクキで一定の深さに

支えて曳航し音波探査を行

旅う,�
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策6図サンプラｰ(J酬KINsほかによる).

海底にサンプラｰを降ろし70cmの

コアチュｰブを海底に押込んで堆積物

を採取する､

サンプラｰは第6図のような外観と

第7図のような構造である.船でサ

ンプラｰを運ヴクレｰンで海底に降ろ

す.操作はダイバｰが海底で行なう.

りダイバｰの条件から20m以浅で使う.

分一一ブル

ア,･ハｰブレｰトｰ

亨111タンク

�

油〔三シリンダｰ

のロリド

海底

エアホｰス

トグルスイッチ

(口wドのイ申締用〕

切替えバルブ

〔ロッドとコアバｰレ'い

ヒストン

洲1三シりニダｰ一

フレｰム

チャンネル

フレｰムの脚

へ一スプレｰト

第7図サンプラｰの模式図.サンプラｰはダイ

バｰにより海底の機側で操作される.動力

には圧縮空気を用いる.べ一スプレｰトは

61cm×76c㎜空中重量は290kg`水中重

量は155kg.

水深は器械よ

サンプラｰの

べ一ス･プレｰトは61cm×76cmで中央に孔があきこ

の孔から海底の試料を採るコア･チュｰブが押込まれる.

サンプラｰの空中重量は290kg水中重量は!55kgで

ある.海底に押込むコア･チュｰブの長さは70cmで

ある.実際に使うとコアの採取率は90%近くでかなり

よい.コアを押込む動力としては圧縮空気で圧力は

100ポンド/インチ平方(約7kg/cm2)であり押込む

カは1,100ポ:■ド(約500たg)である..圧縮空気は油

圧を駆動しこれで押込んでゆく.空気圧はコア･チュ

ｰブを海底で押込むほかに船上に上ってからチュｰブの

中の試料を押出すにも使っている(第8図).

ダイバｰがサンプラを操作するのは日本では特殊技術

かもしれない.しかし米国ではタイビン

圧縮

グはスポｰツとして盛んだから日本のよう空気入口

な特殊技術で高賃金ということがない.H方向ストップ

排気3方向海底操作

この船のダイバｰは夏休みの学生実習とアパルブバルブコア

酬1し

ルバイトである.中には大柄で美人の女非使用

子学生カミいる.海洋生物のマスタｰコｰ

スの学生でダイビングが大好きという.

一5/16インチ

サンプル採取の船は箱形で約40トンあり広角ネジ

クレｰンコンプレッサｰなどを積みほ

かにショｰラン受信機やレｰダもある.ユ/16インチ

コ11使用

ポンツｰンみたいな箱型だかエンジンをも撒孔

って自走する.この船の名は“ノア

NOAAの箱船"という.もちろ

ん旧約聖書のNoah'sa吐をモシ

った愉快校名である.そういえ

ばクレｰンコンプレッサｰレ

ｰダ校とがキリン象タカみた

いに見えると話合ったことである.

実験的な試みの一つとして海底

の軟堆積物のS波の伝播速度の測

定をしていた.サンプラｰとい

っしょに測定機器を海底に降ろす

(第9図).音源としては圧縮空

気を使い海底に打込んだ棒をタテ

に叩いてSV波を発生する･受

信器は速度型のジオホｰン4コで

やはりスパイクを海底に打込んで

SV波を受ける.ジオホｰンは

4コで30cm間隔に並べる.記

録はシンクロスコｰプで撮影する.

海底堆積物のS波の測定は海底工

業が進むにつれて必要性が増しNOAAのMMTC以外

でも2,3の機関カミ研究と実用化を進めていた･

MlMTCの調査班は朝が早い.朝6時に起きて7時

に出港する.そして昼過ぎまで昼食もせずみっちり仕

事する.港に帰り翌日の準備を終えて解散するのが1

時頃だ.昼からは風が強くなることが多い･週末は

2日間休む.仕事が終ると若い人は車を走らせて長い

午後を遊びにゆく.南カリフォノレニアの夏は独特の美

しさだ.夏は乾季で冬は雨期だから夏は野山カミ茶色

く冬は緑が美しい.日本と逆である.野山は太陽が

ギラついていて暑いが乾いてサッパリしている.山を

越えた死の谷DeathYaneyという砂漠は米国でもっ

とも暑く毎日110甲を越していることをテレビか報じて

いた.

一一方向排気バルブ

制御スイッチ

押込み

弓Lトげ

第9国サンプラｰの配管区.動力用のエアで油圧を駆動しコア･チュｰブを海底堆積

物に押込む.コァチュｰブは長さ70c卿.空気圧は100ポンド/インチ平方で

押込むカは1,100ポンド,�



一48一

フロリダの璽

米国の北酉の端のシアトルから南東の端のマイアミに

来た.マイアミの国際空港に降りるとすべての表示が

英語とスペイン語で書いてあるのはいかにも中南米への

玄関口という感じがある.ゲｰトを出る所にAOML

(At1anticOceanographicandMeteoro1ogica1LabI大

西洋海洋･気象研究所)の所長のDr.HarrisStewa･t,

Jr.カミ出迎えて見えた.その隣に何と北大元教授の佐

々保雄先生がニコニコして立ってみえた.ちょうど米

国旅行中に偶然同じ目にSTEwARTの所にみえたわけで

ある.日本でもなか衣かお目にかかることがないのに

米国も日本人の少ないフロリダでお会いできるとは驚い

た.STEwムRT所長は気さくで明るい人だ.Scrippsの

研究者の頃に海洋研究所の奈須紀幸所長と工00mmate

だったそうで日本人にも理解がある.その目は佐々先

生夫妻とともにお宅に招かれた.｢佐々先生はいつまで

米国にご滞在ですか?｣｢お金が続くだけいますよ｣｢そ

れじゃ一生ですね｣.

私はマイアミに6週間いた.そしてフロリダほど日

本人に誤解されている所はないというのカミ私の感想であ

る･フロリダに対する私の(そして多くの日本人の)

予想は冬でも泳げる白い砂浜太陽に輝く果樹園風

にそよぐヤシの栴瑚瑚礁の上に立並ぶ高級住宅それ

らの美しい夢のような楽園だった1権にそれらはあっ

た.しかしフロリダの大部分はそんな楽園ではない.

マイアミは美しい所だがフロリダの代表ではない.日

本人のフロリダに関する先入観は果物ジュｰスや石鹸

や水着などテレビのコマｰシャル･メッセｰジに由来し

第9図ノアの箱船｡サンプラｰをクレｰンで海底から上げる.サ

ンプラｰの右側にはS波の測定装置が付いている､船はノア

の箱船NOAA'SAR亙という箱型の約40トンの船で賞走す

る

フロリダとマイアミを混同しているためだろう.

一Notbeautifu1,butgreat一雄大としかいいようの

ない沼と草の海こそフロリダの代表である.とくにメ

キシコ湾側からフロリダ半島の南端にかけては地の涯ま

で沼でるあ.そして緯度が沖縄と同じで夏は暑くかつ

はんも

恐るべき湿度だ.沼には葦や種々の草が繁茂する.

フロリダのエコロジｰの基礎は蚊とボｰブラだ.ボｰ

ブラを魚がたべ魚をカメやワニがたべる.私は野生の

ワニを始めて見た.ある季節には虫の大群が発生する.

私カミバス旅行をしたときに1ove-bagという俗称の虫の

灘に行当った.バスでウトウトしているとどきどき雨

のような昔カミする.夏のフロリダは夕立カミ多いカミこれ

は虫の中をバスか走るときの音だった(第10図).虫が

自動車のラジエｰタや吸気口につまるので網を張る.

よその州からきた車が虫のためオｰバｰヒｰトすること

もあるという.沼の中でフロリダ半島を横切るノ･イウ

エｰの中にはアリゲｰタ･ノ･イウエｰという名もあり

実に壮大な景色だ.地の涯まで直線で道が続く.緑

の草に蔽われた沼にところどころ木の繁みがある.ノ･

イウエｰに沿って長々と運河が続く.よく考えると運

河を掘った土でノ･イウエｰを築いたのだ.時速70マイ

ルで4時間走っても道も運河も景色も同じものが続いた.

フロリダ半島から酉のメキシコ湾にかけて大きな南フ

ロリダ堆積盆と呼ばれる堆積盆カミあり大部分は半島の

南東の海である.堆積盆の底の堆積物はジュラ系とい

う日本では思い及ばぬ古い堆積盆である.この中には

蒸溜層evaporitedepositもある.これは岩塩ドｰム

の母層であるからルイジアナやメキシコ湾の石油と同

様に二次的に石油に関連し得る.堆積盆のうち北東の

一部がフロリダ半島という陸であり湿原たのだ.日本

では見られないフロリダの壮大な地質と景観は地質屋の

心をゆさぶらずにはおか校い.

大西洋研究所は新しい6階建のビルをVirginiaKey

に建てた(第11図).Keyとは平たい島のことである.

洪積世の石灰岩でできている.この建物は地下室カミな

く1階の床カミ海抜16フィｰト地表が6フィｰトという.

ノ･リケｰンで10フィｰトぐらいの高潮が起こることがあ

り島全体が冠水するのに備えたのだ.ノ･リケｰン研

究所をもつAOMLカミバリケｰンで機能が停まると困る

し物笑いになる.冠水にも停電にも機能が停らない構

造になっているのだ.

AOMLには200人の職員がいる.地質部は約40名

の職員がいる･研究者としてもっとも業績があり有名�
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孟臭鴛㍑ユび篤簑質《蟻惑1路

の理論を推進めたことはあまりに有名であ

る.彼は日本に長くいたので詳しい.天

皇海山EmperOrSeamomtsの呼名には彼も

関係しているという.DI刃Tzはがっちりし

た長身で何か考えるふうにゆっくり歩く.

彼は私がマイアミを去るときにオキナマズの米ζ二`{.一升｡払二■

絵をくれた(第12図).絵は彼の助手でグ

0K工NA泌su

ラフィックデザインふうのペン画を描/∴第1｡図オキナマズ(工｡｡､､､､による工D､､切は日本に詳しいオキナマズの戯画

H0LD剛が描いたものだ.をくれた.

いるならそれは観測にかかるだろう.一そして彼は

地質部の部長はGEoR肥KE皿ERである.彼はA1vin音波探査で貫入岩を見づけた.アフリカに近い水深

という潜水調査船に自ら乗って数100mの海底を調べて約2,000mの所にいくつかある.しかし貫入岩が岩塩

いた･これはCOMSED計画という研究計画で米国ドｰムかどうかは分からず今後の課題である.なお海

東海岸沿いに北はメイン州から南はハッテラス岬までの底のドレッジではマンガン団塊やマンガンで蔽われた

大陸棚と近傍の堆積の状況と機構を調べるものだ.玄武岩が見つかっている.

彼はニュｰヨｰクの南のハドソン海谷に潜ったのだカミこの計画の中では海嶺のリフト･バレｰ部分の詳細な

よく見えなかったと残念そうで今後のやり方を話してい観測も行なっている.米国の上部マントル計画UMP

た.日本の地質調査所の部長には管理的業務に忙殺さのTransCOntinenta1GeOtra附seに発した研究はこう

れている人が多いのにくらべてどこが違うのかと思う.して大西洋のTAGと太平洋のTPGに伸び地球の手

この地質部では大西洋を横断してフロリダからアプリ分を廻ったのである.

カのモｰリタニアの沖までベノレト状に調査するTAGフロリダで私はレンタ･カｰを借り週末をドライブに

丁工ansAtIanticGeotraマe･se計画も行なっている.責過した.車はダットサンのサニｰだった.緯度が沖

任者はPET鵬R0NAである.彼はいう.大西洋中縄と同じで沼カミ多い所の夏だから高温多湿はいうまでも

央海嶺がジュラ紀から発達してアメリカ大陸とヨｰ口ない.安い車を借りたのでクｰラがなくアセモができ

ツパァブリカ大陸を分離したと考える在らアメリカた.フロリダでは何回か夕立に会った.濃い紫の雲

側の蒸溜層(三畳紀末からジュラ紀始め)に対応してアの中で稲妻が桃色に光りつつ空の半分に急速に拡がって

フリカ側の沖合にもその残りがあるはずだ.蒸溜層のゆく.あとの半分は青空に眩しい入道雲が輝きヤシ

存在は直接には分からないがメキシコ湾とその周辺のの梢があわただしく風に騒ぐ.私は夕立から逃げるよ

ように蒸溜物が軽い密度のために岩塩ドｰムを形成してうにアクセルをふんだ.(筆者は物理探査部応用地球物理課長)

第10図虫だらけのバス.'フロリダの湿原から蚊のよう

恋虫σ)大群が発生しバスは虫だらけになった.

;エンジンのラジエｰタには網を1振るという,

第11図大西洋研究所のビル.地質部海洋部ノ･リケｰン研究所泣どカ茎ある.マ

イアミの神の平らな島Keyにありノ･リケｰ;■の高潮に備えて床カミ海抜5.3

卿になっている,職員約200人,�


